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3.1立声ぺ防派ズの実験結果  図
´|の核型(図 -2が その史験 )|(っぃてのこれま

での史験て`′(水米ノ“=夕0～80でれ(孫化ご5π～8れ ),周 期T_=た 27～ |.9θ sec(現シとでい

4～ 6 sec),後八液高(H_)f=10～ 30`m(塊 匙ご|～3れ ),VttJ=θθ25～ 0.12,

んん=θ15～θ.35, ぁ、ょグイ「/〃ゲ=213～ ZI,の 伝入波の透過後の波嵐Hィlt HノHl=

a2^0.6ご,―F‐灼して候λ抜ふHィのIfヽゝ‐50%不ヱ度に戒衆させろ=こがで`きた。図~311,

その史3R(告来の1孝「ごめり劇ズ漸伝達孝Hノ‖」乙疲f///勾,こHノLイの関夕くなガ女高|〔力|する水ツ(

ヶL′f/HIのたrdmetcrとしてプロットιたものて・めう。この図より波形勾』乙‖ィ/とJが人|くなろ

|(つれてHt/1lJぼ咸夕して'首抜効果がズし、。ケら|]-3のょうl(上翼と下貿`竹すた進S型

〆ケ血η牙1オスについて↓″Rltしてい

る。
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土彼該 すぅ と共 11,戒 を針 面上η

広し、絶口|〔遡し、上うせて分欠ぎ也

(2).1ヌネスと羽核の問瞬かぅ戒[ス

下させること`(1フて夕数のえ;裂

11ぜ しりう∠スに,波 の進行方

向と反対方向|〔回撃スする水子′古̀

有すぅ人Jゲ 尚2'立声(7ヨイス)り

下:,I(発生せしゎぅ。
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